
行財政改革プラン2025<上下水道事業編>の取り組みによる効果額の合計

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 324.3 16 8 8 8 8 372.3

実績 418.3 418.3

1．事務事業の見直し

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 実施 －

実績 推進 －

目標 －

実績 推進 －

目標 －

実績 推進 －

目標 実施 －

実績 推進 －

3 4

実施

9

本市においては、これまで音調棒等による漏水調査を行ってきたが、最新技術である人工衛星を活用した
漏水調査を取り入れるなど、効率よく水道管路の維持及び延命を行う方法を検討、実施します。

【取組内容】

104

水道管埋設状況の
ウェブサイト公開

水道施設部

目標

取　組　推　進

－

行財政改革プラン2025
<上下水道事業編>
の取り組みによる

効果額の合計

105

水道総務部

行財政改革プラン2025<上下水道事業編> 取り組みまとめ

番
号

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

担当部

101

公用車両台数の適正化 水道総務部

【取組内容】
令和10年度に予定している新水道庁舎移転に向けて、公用車両の適正数を検討し、保有台数の見直しを
行い、維持管理費用等の縮減を図ります。

【取組内容】
お客様等へのサービス向上を目的とし、来局いただかなければ確認できなかった情報をウェブサイト等へ
掲載することにより、利便性及び業務効率の向上を図っていきます。

取　組　推　進

番
号

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

スマートメーター等の
新たな検針機器の導入

水道総務部

7

9

検針業務は委託業者の検針員により行っているが、今後検針員の担い手の減少が見込まれるため、ス
マートメーター等の導入検討を行い、今後の労働人口の低下及び難検針への対応力向上を図ります。

水道料金の
漏水減額制度の適正化

実績

取　組　推　進

取　組　推　進

衛星を活用した
漏水調査業務等の実施

水道施設部

102
【取組内容】

【取組内容】
水道料金等減免制度について、他自治体の漏水減額制度等の調査を行い、制度の適正化等の検討を行
います。

103
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標
一部
実施

－

実績
一部
実施

－

目標 実施 －

実績 推進 －

2．民間活力の活用

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 －

実績 推進 －

目標 －

実績 推進 －
201

官民連携による
水道・下水道施設の

更新・維持管理

公共下水道台帳の
ウェブサイト公開

下水道部

【取組内容】
公共下水道台帳のウェブサイト公開を行うことにより、窓口閲覧に係る経費の削減及び、窓口に足を運ぶこ
となく迅速な情報提供が可能になりサービスの向上につながります。また、窓口における職員の対応時間
の削減による業務効率化に取り組みます。

107

106
【取組内容】
給水装置工事関係の申込受付（指定事務、工事に関する協議及び申込、工事検査など）の電子化による、
利用者の利便性及び業務の効率化を行います。

水道施設部

取　組　推　進

取　組　推　進

担当部

番
号

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

担当部

取組推進

下水道部

【取組内容】
民間技術を活用した管路の老朽化対策及び施設・管路の点検・調査などの維持管理について、最適な官
民連携手法を検討します。
下水道事業においては、公共下水道ポンプ場等の施設の運転維持管理について、官民連携手法として長
期継続契約を実施しております。今後は、施設の運転維持管理について、発注者として事務的及び技術的
能力の保持に務めるとともに、更なる最適な官民連携手法を検討します。

給水装置工事申込の
電子化

水道総務部

番
号

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）
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3．水道施設のあり方

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 実施 3 3 3 3 3 15

実績 実施 0

目標 実施 4 4 4 4 16

実績 推進 0

4．収入の確保

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 －

実績 実施 －

目標 －

実績 推進 －

321 8

実施

321

目標 99.91% 99.91% 99.91% 99.91% 99.91% 99.91% －

実績 99.90% －

効果額 0 0

目標

取　組　推　進

経営状況や社会情勢等を踏まえ、定期的に料金水準・料金体系の検討を行い、必要に応じて適正な見直し
を実施します。

【取組内容】
地方公営企業として収益性を確保するため、資産の貸付けや不用・未利用となった土地の売却等を推進し
ます。

321

402

下水道事業運営に
必要な財源の確保

下水道部

【取組内容】
経営戦略に掲げる効率化・経営健全化の取組を着実に実施し、予算・決算ごとに財政収支計画を見直し、
下水道使用料及びその他財源の推移を常に監視します。
なお、経営状況や社会情勢の変化に応じて事業の見直しを実施し、利益及び資金の確保に取り組みます。

403

保有資産の有効活用 水道総務部

329

番
号

担当部

水道総務部

【取組内容】

実績

取　組　推　進

401

【取組内容】

取　組　推　進

（仮称）旭町受水中継ポンプ場を新設することにより、水走配水場の負担軽減を行い、水運用における環境
負荷の軽減や動力費等のコスト削減、低区配水区域の給水安定性の向上を図ります。

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

石切高区浄水場の
配水池化

水道施設部

【取組内容】
設備が老朽化している石切高区浄水場の浄水処理の停止を行い配水池として再編成をすることにより、維
持管理費の抑制を行います。

番
号

水道料金の
定期的な見直し

404

水道料金の収納率
維持・向上

水道総務部

水道を利用されるお客様間の公平性の確保及び水道事業の健全経営の推進のため、未収金対策（臨戸訪
問、早期回収、給水停止など）や納付環境の充実を図り、収納率の維持・向上を目指します。

302

（仮称）旭町受水中継
ポンプ場の新設

水道施設部

【取組内容】

担当部

301
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R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 99.83% 99.83% 99.83% 99.83% 99.83% 99.83% －

実績 99.90% －

効果額 4 4

目標 －

実績 推進 －

5．支出の抑制

R7 R8 R9 R10 R11 R12 合計

目標 －

実施 －

84 84

目標 0.3 1 1 1 1 1 5.3

実績 実施

効果額 0.3

目標 実施 1 1 1 1 1 5

実績 実施

効果額 有※

下水道使用料
収納確保

取　組　推　進

取　組　推　進

【取組内容】

503

【R7追加】
設備の維持管理に
関する費用の削減

水道施設部

0

【取組内容】
水道施設において、適切に設備の更新及び見直しを実施し、ランニングコストの削減に取り組みます。
・水質監視装置の更新による通信費の削減
※令和７年度の効果額は６万円

実績

0.3

番
号

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

担当部

501

番
号

405

下水道部

取組項目
取組スケジュール・効果額（百万円）

担当部

物価高騰や国際情勢の変化による市民生活への影響、また、節水意識の向上等に伴い、下水道使用料の
減収が見込まれるが、下水道事業に要する経費の財源確保のため、下水道使用料の収納確保に取り組み
ます。

502

設備の維持管理に
関する費用の削減

下水道部

下水道施設において、適切に設備の更新及び見直しを実施し、ランニングコストの削減に取り組みます。
・高圧電力による運用から低圧電力による運用へのダウンサイジングによる点検費用の削減
・施設監視を現状のテレメータからクラウドシステムへの変更による通信費の削減

水道建設工事の
コスト節減

水道施設部

【取組内容】
建設改良事業における水道施設や管路の更新工事等において、費用対効果に優れた新規材料及び工法
等の採用検討を進めます。

406

未水洗家屋の解消 下水道部

【取組内容】
市民の皆様に快適な生活を送っていただくとともに、公共用水域の水質の保全と下水道事業の安定経営に
向けた下水道使用料を確保するため、早期水洗化の勧奨など、未水洗家屋の解消に取り組みます。

【取組内容】
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6．職員数計画

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

目標 193 199 199 199 199 199 199

増減数 6 0 0 0 0 0

実績 194

計画との差 △ 5

行財政改革プラン2025<上下水道事業編>取組項目数
R7 R8 R9 R10 R11 R12

取組項目
取組スケジュール・職員数

担当部

（内、追加項目）

20

1

取組項目数合計
（計画策定時１９項目）

「東大阪市行財政改革プラン2025<上下水道事業編>」の期間中の定員管理については、水道事業におけ
る令和17年度までの施設整備計画を念頭に職員数を拡充し、表のとおりとします。新たな経営課題等への
対応については、新たな民間活力の活用などを図ったうえで、必要な調整を加えることとします。
※職員数は、総務省の地方公共団体定員管理調査の数値（新規採用職員を含む。）
※再任用フルタイム含む

－

職員数計画
水道総務部
下水道部

【取組内容】

番
号

-5-


